
 

［成果情報名］業務用露地ホウレンソウ初夏どり作型および秋どり作型の栽培法 

［要約］播種期は初夏どり作型で 4 月上旬から 5 月下旬、秋どり作型では 8 月中旬、施肥量

を窒素成分量 14～17.5 ㎏/10a、栽植距離を条間 40 ㎝株間 4～7cm とする。播種後に土壌処

理型除草剤を散布し、初夏どり作型では併せて中耕除草を実施する。 

［キーワード］業務用、ホウレンソウ、栽培法 

［担当］岩手農研・県北農業研究所 

［代表連絡先］電話 0195-47-1073  
［区分］東北農業・野菜花き（野菜） 

［分類］技術・普及 

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

業務用ホウレンソウは全国的に冬春期の出荷がほとんどを占めており、近年増加傾向に

ある夏秋期フレッシュ需要への対応が求められている。また、業務用向けホウレンソウ栽

培では、大規模経営体での導入が想定され、高い労働生産性が必要とされる。これまで適

品種を明らかにしたが、栽培法については明らかとなっていない。そこで、岩手県の露地

栽培で収穫可能な作型について、高い労働生産性を達成し得る栽培法を明らかにし提示す

る。 
［成果の内容・特徴］ 

１．初夏どり作型では、商品株率および商品収量が安定する 4 月上旬（融雪後、圃場作業

実施可能日）から 5 月下旬までが播種適期である。秋どり作型では、8 月中旬が播種適

期である（図１）。 

２．労働生産性を向上させるために、栽植距離は条間 40 ㎝、株間 4～7 ㎝とする（図２）。 

３．除草対策として土壌処理型除草剤を使用する。初夏どり作型では、併せて中耕除草を

実施する（図３左）。中耕除草を実施する際は、葉の欠損を避けるため、本葉 4 枚期か

ら遅くともその 5 日後までに実施することが必要である。（図３右）。 

４．施肥量は窒素成分量で 14～17.5 ㎏/10a とする。また、これ以上の多肥栽培は、葉柄の

過剰肥大や芯枯症の多発によって商品収量は減少する（表１）。  
［成果の活用面・留意点］ 

１．上記の栽培法による現地実証事例（岩手県岩手郡岩手町、出荷期間 6/14～17、11/2、
出荷量 3,280 ㎏/10a、農業経営費約 413 千円/10a、労働時間 86.3h/10a）に基づき時

間当たり農業所得を試算すると、目標としている 1,000 円/h を得るためには契約単

価約 152 円/㎏以上が必要となる。  

２．契約栽培が主となるため、導入にあたっては販路確保が前提となる。 

３．本研究では初夏どり作型、秋どり作型共通で出荷規格を草丈 35～40 ㎝収穫のコンテナ

詰めとしている。また、葉柄径 1 ㎝以上（株元から 3 ㎝で計測）および芯枯れ症発症

株、抽だい株を出荷不能とし、コンテナ等への雑草混入を厳禁とし調査を実施した。  
４．秋どり作型は高温期に播種するため、初夏どり作型よりも不安定となりやすい。  
５．施肥量は北海道農業研究成果情報「加工用ほうれんそうの露地栽培技術」（2007）に

従い N-P2O5-K2O=17.5-15-17.5(㎏/10a)を基準とした。  
６．用いる品種は、収量、伸長性、抽だいなどなどから、初夏どり作型で「サイクロン」、

秋どり作型で「パワーアップ７」などが適する（東北農業研究成果情報「業務用の露

地初夏どり作型に適するホウレンソウ品種」（2009））。  
７．本試験ではレナシル水和剤（商品名「レンザー」）を使用した。また、中耕除草は歩

行型一輪管理機（耕幅 24 ㎝）を用いて条間に各 1 回実施した。



 

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（田代勇樹）                         

［その他］ 

研究課題名：業務用需要に対応できる野菜生産技術の確立  

予算区分：委託プロ、実用技術 

研究期間：2008～2010 年 

研究担当者：田代勇樹 

図２　栽植距離と収量および時間収
穫量（2009～2010年）
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注：1）全区N-P2O5-K2O＝1.75-1.5-1.75（㎏/a）、

　　2）播種日：'09 4/22,8/17 '10 5/7,9/8
　　3）品種：'09「ﾌﾟﾛｷｵﾝ」「ﾃﾞｭｴﾙ」'10「ｻｲｸﾛﾝ」「ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ7」
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図１　播種時期と商品収量・商品株率
（2008～2009年）
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注：1）栽植密度20×7㎝（7,143株/a）
　　2）品種：'08「YP206」「ﾃﾞｭｴﾙ」'09「ﾌﾟﾛｷｵﾝ」「ﾃﾞｭｴﾙ」
　　3）商品株率とは播種量に対する出荷可能株の割合を示す

表１　施肥量と収量性（2009～2010）

葉柄径 芯枯症

1㎝以 発症

上株率 株率

（g/株） （%） （%） （㎏/㎡）
N21.0 119.8 － － 3.338
N17.5 134.2 － － 3.587
N21.0 154.3 35.0 45.0 1.372
N17.5 133.9 10.0 15.0 1.884
N21.0 139.7 27.5 47.5 2.370
N17.5 122.6 7.5 30.0 2.846
N14.0 138.0 10.0 37.5 2.834
N21.0 252.0 17.5 0.0 1.891
N17.5 287.0 10.0 0.0 1.800
N14.0 280.0 12.5 0.0 1.901

注：1）全区リン酸15.0㎏/10a、加里17.5㎏/10aとした。
　 　2）播種日'09（4/22、8/17）'10（5/7、8/19）、40cm×7㎝
　　 　 品種：'09「ﾌﾟﾛｷｵﾝ」「ﾃﾞｭｴﾙ」　'10「ｻｲｸﾛﾝ」「ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ
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図３　除草剤と中耕除草効果および中耕実施
時期（2009～2010年）
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注1）：（図中左）播種日：5/19,8/27、調査日：7/15,10/22、優占種ｱｶｻﾞ・ｼﾛｻﾞ
注2）：（図中右）5/11播種、品種「サイクロン」一輪管理機使用（延長爪なし）
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